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遮音性能の向上には，どの時代でも居住者意識が重要な役割を果たしている。
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• 建築技術の向上により，改善されてきた騒音が多い中，依然として重量床衝撃音の指摘が高い。
• 社会環境，社会状況により今後も騒音に対する意識は変化し続けることから，継続的な調査研究が重要
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• 事前調査では，「建物の構造」，「間取り」，「家族構成」等を
調査した。

• アンケート本調査項目は，「ステイホーム期間」，「住宅の各
項目に対する満足度」，「音環境への意識」，「住まい方」，「
教育」，「家族構成」，「周辺状況」等，選択式や自由記述を
含めて41項目であった。

調査概要

冨田隆太, 阿部今日子：新型コロナウイルス感染症によるステイホーム中を対象とした共同住宅の音環境に
関するアンケート調査，日本建築学会技術報告集，27巻65号，p.1303-1308, 2021.10

質問項目

• 2020年5月に緊急事態宣言が解除された後，インターネット
調査により実施した。

• 調査期間は，事前調査実施日が2020年6月18日～22日，本
調査実施日が2020年6月22日～26日であった。

• 回答者は，男女については同程度であった。
• 有効サンプル数は1,106であった。



これまでの研究結果

冨田隆太, 阿部今日子：新型コロナウイルス感染症によるステイホーム中を対象とした共同住宅の音環境に
関するアンケート調査，日本建築学会技術報告集，27巻65号，p.1303-1308, 2021.10
冨田隆太, 阿部今日子：新型コロナウイルスによるステイホーム中の音環境アンケート調査 −共同住宅の騒
音トラブル防止に関する研究−，日本音響学会騒音・振動研究会，2020.8

ステイホーム率（n=1085）
2020

7日在宅して

いた, 44.3%

6日在宅して

いた, 10.1%

5日在宅して

いた, 9.2%

4日在宅して

いた, 6.4%

3日在宅して

いた, 6.7%

2日在宅して

いた, 10.5%

1日在宅して

いた, 3.5%

在宅してい

た日はな

い, 9.2%

ステイホーム中の在宅日数
（n=1106）

2.3%

16.0%

9.5%

28.8%

97.7%

84.0%

90.5%

71.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅内でケガや事故はありましたか？

住宅内で新しく気が付いた音はありまし

たか？

騒音トラブルはありましたか？

住宅内で自分や家族が音について気を付

けていたことはありましたか？

ある

なし

無回答

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
によるステイホーム中は，共同住宅全
体の在宅率が高くなり在宅時間が長くな
ること等から，従来とは異なる騒音に暴
露される可能性がある。
このような環境は，共同住宅の騒音の
負荷状態としては，最大に近いと推定さ
れ，非常に貴重なデータと考えられる。



冨田隆太, 阿部今日子：新型コロナウイルス感染症によるステイホーム中を対象とした共同住宅の音環境に
関するアンケート調査，日本建築学会技術報告集，27巻65号，p.1303-1308, 2021.10

これまでの研究結果 ステイホーム前の満足度合（n=1106）

ステイホーム中の満足度合（n=1106）

• 「不満＋とても不満」に着目する
と，｢住戸内のインターネット通
信環境｣の項目が最も大きな変
化を示し2.5%増加していた。

• ステイホーム前，ステイホーム
中に関わらず，「不満＋とても
不満」の割合が最も多いのは，
｢住戸内の防音、遮音｣の項目
で約25%となっており，防音・遮
音に不満を感じている様子が
伺える。

• 全体的に，ステイホーム前とス
テイホーム中で変化がわずか
だったのは，住宅に対する満足
度というものは，長年生活の中
で感じている度合で，一時的な
環境変化で大きく変化するもの
ではないためと考えられる。
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これまでの研究結果 ステイホーム前（n=1106）

ステイホーム中（n=1106）

各種音源に対する聞こ
える・気になるの結果

• ステイホーム中では，｢エア
コンの室外機の音｣を除く，
すべての音の種類で「聞こ
えたし気になった音」の指
摘が上がっている。

• ｢物の落下音｣では，聞こえ
て気になるの指摘が5%増
加した。

• ｢子供の泣き声・遊び声｣，｢
子供の飛び跳ね・走りまわ
る音｣でも約4%増加しており
，休校になり子供の在宅率
が上がったことで，多少増
加したものと推定される。
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これまでの研究結果
各種音源に対する対策方法 上階からの足音の問題意識と対策方法（1052票）

子供の飛び跳ね・走り回る音の問題意識と対策方法（1040票） 物の落下音の問題意識と対策方法（1030票）
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冨田隆太, 阿部今日子：新型コロナウイルスによるステイホーム中の音環境アンケート調査 −共同住宅の騒
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これまでの研究結果
集合住宅では，自分が発生させる音に配慮する必要があると思いますか。

騒音トラブルを防止していくために何が必要だと思いますか。（複数回答可）
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当該研究の未来

• 遮音性能技術の
動向

• 性能予測法の精
度向上（AI技術の
導入）

企業

• 法，規制の整備
• 相談窓口の整備

国，行政

• アンケート調査に
よる音への意識

• 住まい方，マナー

居住者

騒音トラブル防止，解
決のため
• 技術的アドバイス
• 音に関する教育，

啓蒙

大学
（企業でも居住者でもない客
観的な立場，第三者機関）

中立な立場である大学として，国（行政），企業，居住者の橋渡しを行い，騒音トラブ
ルの防止・解決に努めていく。
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